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がんとは？ 
 
正常な細胞は一定の規律をもって成長し、死んでいきます。ところが、がん細胞は分裂をいつまでも続け、ど

んどん増え続けます。がんは、遺伝子に傷がついて起こる病気であることがわかってきました。 

正常な細胞には増殖をコントロールする遺伝子があって、無制限に増殖しないようにブレーキをかけるのです

が、何らかの原因で遺伝子に傷がついて、細胞の増殖をコントロールできなくなると、細胞が無秩序に増え続け

るようになります。これががんの特徴です。 

 

良性腫瘍と悪性腫瘍の違いは？ 
 

 良性腫瘍は腫瘍が１カ所にとどまって、転移しません。しかし、悪性腫瘍（がん）には、 

・浸潤（近くの臓器にしみこむ） 

・播種（種をまくように散らばる） 

・転移（リンパや血液の流れに乗って遠くの臓器に移る） 

などの特徴があります。 

 がんの治療には主に手術療法、放射線療法、化学療法などの治療法があります。 



化学療法って、なに？ 
 

なんのためにやるの？ 
 

 がんの種類や進行具合によっても変わってきますが、 

・がんを治癒させるため 

・がんの転移や再発を防ぐため 

・がんの成長を遅らせるため 

・がんによって起こっている症状を和らげるため 

などを目的に行われます。 

 

どうやってやるの？ 
 

 化学療法には、錠剤やカプセル剤などの内服薬（飲み薬）や、注射薬を点滴で投与する方法などがあります。

治療によっては、携帯用のポンプを使って、数日間にわたって持続的に抗がん剤を注入する方法もあります。

どのような間隔でいつまで治療を続けるかは、がんの種類、治療の目標、薬の種類や副作用の程度によって

異なります。 

 

どんなお薬があるの？ 
 
・がん細胞の細胞分裂過程に働き、がん細胞の増殖を妨げたり、細胞が成長するのに必要な物質を作らせな

い、いわゆる「抗がん剤」 

・ある特徴を持ったがん細胞を攻撃する「分子標的薬」 

・体内のホルモンの影響を受けて増殖するがんに対しては、そのホルモンを調整することによりがん細胞の

増殖を抑える「ホルモン療法」 

これらも化学療法の一つとして挙げられることがあります。 

 

外来化学療法 
 

 白血球の働きを高める薬や吐き気止めの薬など、新しい良い薬がたくさん開発されました。また、さまざまな

治療法ができ、長い時間をかけて薬を投与することもなくなりました。そのため、最近の化学療法は、外来で行

われることが多くなっています。三沢病院でも外来化学療法室があり、通院で治療を行っている方もいます。 

 

 

 

 

 

 外来化学療法室の様⼦ 



 
化学療法に関するＱ＆Ａ 
 

Ｑ 髪の毛が抜けるのでしょう？それだったらやりたくないな・・・ 

Ａ 全ての抗がん剤で髪の毛が抜けるわけではありません。髪の毛が抜けるお薬でも、治療が終われば生えてき

ます。また、最近では脱毛をカバーする、いろいろな美容グッズがあります。 

 

Ｑ 強い吐き気が起こるとよく聞きますが・・・ 

Ａ 吐き気も必ず起こるとは限りません。お薬や個人によって違いがありますが、今は吐き気に効果があるお薬

もたくさんあります。 

 

Ｑ がんに効くというサプリメントや漢方薬があると聞いたのですが飲んでもいいですか？ 

Ａ その薬は科学的に効果が証明されているものでしょうか。薬剤の中には肝臓などに負担を与えるものもある

ので安易に試すのは危険です。看護師や主治医へ相談しましょう。 

 

 

 

 

 

おわりに 
 

 今や日本人の２人に１人ががんにかかるといわれる時代です。「皆さんや、皆さんの大切な人ががんになった

とき、少しでも力になりたい。」そのような思いで、今日も市立三沢病院では医師、薬剤師、看護師など、さま

ざまなスタッフがチーム一丸となって頑張っています。化学療法は日々、進歩しています。ともに、がんと向き

合っていきましょう。 

 

 

医療⽤のウィッグのパンフレットや実物を展⽰しています。 


